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1. CCUSの登録・利用状況
2. 公共工事発注における状況
3. CCUSの機能追加・運用情報
4. CCUS応援団による技能者・事業者へのメリット
5. その他、CCUS活用サポート・トピックスなど

建設キャリアアップシステムについて



１．CCUSの登録・利用状況
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就業履歴数

単月 累計
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技能者の登録数

単月 累計
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事業者（一人親方除く）の登録数

単月 累計

○ 技能者は約130.6万人が登録済
（技能者の３人に１人超が利用する水準に。）

○ 事業者（一人親方除く）は約16.3万社が登録済
（工事実績のある許可事業者の半数相当に。）

○ 一人親方は約8.1万者が登録済
（一人親方は、技能者の登録数に含まれる。）

○ 現場での利用数※は逓増傾向
（※就業履歴数。直近では月480万件超で推移。）

CCUSの利用状況（2023年10月末）

（単月、万人） （累計、万人）

（単月、万件） （累計、万件）
（単月、万社）

（累計、万社）

約16.3万事業者が登録

約130.6万人が登録

約1.1億件を蓄積

1

うち2022年度分：約4,167万件
うち2023年度分：約3,309万件
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○ 地方の事業者、中小事業者（資本金1000
～5000万円）の登録促進が課題。

○ 就業履歴登録は東京都、大阪府に所在する
大規模事業者が大宗。

○ 現場利用を進めるためには、地方では元請
のみならず、下請となる専門工事業者の登
録促進が課題。

2023年10月 2022年10月 伸び率

a ｂ a/b

全国 163,962 134,476 1.22 329,532 50% 166,000

東京圏 48,188 40,982 1.18 70,756 68% 23,000

(東京都) 18,456 15,761 1.17 29,972 62% 12,000

大阪府 12,808 10,612 1.21 21,254 60% 8,000

地方 102,966 82,882 1.24 237,522 43% 135,000

事業所
所在地

CCUS登録事業者数（一人親方除き） 工事実績有許可業者数

工事実績有許可
業者数C

a/c c-a

個人・法人別
資本金階級別事業者登録率

事業者登録数 許可業者数 登録率

a A a/A

2023年10月 2023年3月

総数 163,962      474,948 34.5%

個人 23,841      68,274 34.9%

法人(総数） 140,121      406,674 34.5%

資本金 500万円未満 50,394      136,960 36.8%

500万円以上1,000万円未満 30,694      91,537 33.5%

1,000万円以上5,000万円未満 51,596      160,457 32.2%

5,000万円以上1億円未満 5,115      12,299 41.6%

1億円以上10億円未満 1,729      4,207 41.1%

10億円以上50億円未満 349      
911 50.4%

50億円以上100億円未満 110     

100億円以上 134    303 44.2%

（参考）一人親方 80,385      

地方・中小事業者の登録・現場利用促進、
専門工事業（職別・設備）の登録促進
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※国勢調査の職業分類とCCUS登録者の職業分類（「主たる職種」）は定義が異なる。
※国勢調査の職業分類とCCUS登録者の「主たる職種」の関係を仮定して集計
※職種の掲記順は、CCUSの分類コードに則して記載

CCUS登録技能者
（国勢調査の職業分類）

CCUS登録技能者
（CCUSの分類）

CCUS登録技能者
前年度末比

2023/１０末　(b) 2023/10末　(c) 2023/3末　(d) (c)/(d)

造園師、植木職 16,050 10,546 65.7% 造園工 10,546 9,185 1.15

とび職 109,330 119,346 109.2% とび工 119,346 102,913 1.16

石工 4,690 3,229 68.8% 石工 3,229 2,888 1.12

タイル工 5,298 4,693 1.13

ブロック工 1,453 1,274 1.14

建築ブロック工 5,310 4,917 1.08

電工 412,320 113,421 27.5% 電工 113,421 98,274 1.15

鉄筋工 28,700 43,910 153% 鉄筋工 43,910 39,614 1.11

橋りょう世話役 1,792 1,603 1.12

橋りょう塗装工 1,174 919 1.28

橋りょう特殊工 3,684 3,407 1.08

鉄骨工 13,876 12,407 1.12

塗装工 131,030 28,427 21.7% 塗装工 28,427 23,875 1.19

溶接工 21,510 14,892 69.2% 溶接工 14,892 13,167 1.13

建機等操作 70,690 53,225 75.3% 運転手（特殊） 53,225 47,915 1.11

運搬従事者・運転手 13,420 16,066 119.7% 運転手（一般） 16,066 13,740 1.17

型枠大工 40,610 58,245 143.4% 型わく工 58,245 52,068 1.12

大工 294,490 17,774 6.0% 大工 17,774 14,937 1.19

左官 59,750 21,612 36.2% 左官 21,612 19,235 1.12

ダクト工 13,161 11,953 1.10

設備機械工 20,203 17,143 1.18

配管工 68,599 59,636 1.15

板金工 42,330 18,710 44.2% 板金工 18,710 16,636 1.12

屋根ふき工 16,670 2,045 12.3% 屋根ふき工 2,045 1,685 1.21

職業分類
（職業小分類）

建設業　(a) CCUSの分類名
比率

(b)/(a)

2020年国勢調査 CCUS登録技能者

12,061 50.3%

鉄骨工・橋梁工 22,600 20,526 90.8%

職種別の登録の進捗状況

配管工 202,640 101,963 50.3%

ブロック積・タイル張
工

23,980

職種別の技能者登録の状況（2023年10月末）
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※国勢調査の職業分類とCCUS登録者の職業分類（「主たる職種」）は定義が異なる。
※国勢調査の職業分類とCCUS登録者の「主たる職種」の関係を仮定して集計
※職種の掲記順は、CCUSの分類コードに則して記載

CCUS登録技能者
（国勢調査の職業分類）

CCUS登録技能者
（CCUSの分類）

CCUS登録技能者
前年度末比

2023/１０末　(b) 2023/10末　(c) 2023/3末　(d) (c)/(d)

その他技能者 1,016,730 459,202 45.2%

特殊作業員 65,349 56,287 1.16

普通作業員 156,406 132,054 1.18

軽作業員 4,946 4,132 1.20

法面工 6,831 5,966 1.14

潜かん工 406 383 1.06

潜かん世話役 59 52 1.13

さく岩工 87 78 1.12

トンネル特殊工 3,227 3,129 1.03

トンネル作業員 4,608 4,337 1.06

トンネル世話役 737 677 1.09

土木一般世話役 24,913 22,035 1.13

潜水士 2,051 1,816 1.13

潜水連絡員 121 111 1.09

潜水送気員 415 376 1.10

山林砂防工 40 25 1.60

軌道工 3,751 3,469 1.08

はつり工 6,604 5,877 1.12

防水工 26,460 23,030 1.15

サッシ工 4,813 4,309 1.12

内装工 61,794 54,929 1.12

ガラス工 5,296 4,941 1.07

建具工 12,102 10,904 1.11

保温工 13,882 12,619 1.10

その他（施工） 54,304 46,634 1.16

交通誘導警備員A 1,167 976 1.20

交通誘導警備員B 2,119 1,814 1.17

高級船員 1,486 1,375 1.08

普通船員 2,247 1,997 1.13

その他（管理） 163,016 144,170 1.13

その他（技師） 9,174 8,214 1.12

その他 11,509 9,962 1.16

合計 2,531,280 1,305,918 51.6% 合計 1,305,918 1,140,762

職業分類
（職業小分類）

建設業　(a) CCUSの分類名
比率

(b)/(a)

2020年国勢調査 CCUS登録技能者 職種別の登録の進捗状況

技術者・事務員他 187,432

交通誘導員、警備員 3,740 3,286 87.9%

職種別の技能者登録の状況（2023年10月末）



66（注）複数の分野、レベルで判定をされている技能者がいるため、判定件数の総数とレベル別技能者数は合致しない

分野別／レベル別判定件数 2023年10月31日現在

レベル２ レベル３ レベル４ 総計 レベル２ レベル３ レベル４ 総計

001 電気工事 1,196 2,987 5,138 9,321 022 外壁仕上 21 14 146 181

002 橋梁 76 54 610 740 023 ダクト 212 111 954 1,277

003 造園 229 277 878 1,384 024 保温保冷 75 94 738 907

004 コンクリート圧送 360 344 634 1,338 025 グラウト 125 58 609 792

005 防水 543 728 1,196 2,467 026 冷凍空調 192 83 547 822

006 トンネル 68 59 488 615 027 運動施設 42 11 164 217

007 建設塗装 577 518 1,747 2,842 028 基礎工 715 606 1,154 2,475

008 左官 278 331 1,398 2,007 029 タイル張り 23 24 230 277

009 機械土工 2,200 659 6,628 9,487 030 標識・路面標示 127 129 600 856

010 海上起重 236 75 776 1,087 031 消火設備 80 120 319 519

011 プレストレスト・コンクリート工事 207 244 860 1,311 032 建築大工 164 324 640 1,128

012 鉄筋 1,816 1,650 3,344 6,810 033 硝子工事 79 64 303 446

013 圧接 107 227 385 719 034 ALC 113 36 552 701

014 型枠 899 373 3,240 4,512 035 土工 3,471 3,388 3,101 9,960

015 配管 882 646 2,914 4,442 036 ウレタン 6 4 42 52

016 鳶・土工 970 1,946 4,635 7,551 037 発破・破砕 106 60 68 234

017 切断穿孔 16 46 375 437 038 建築測量技能者 44 25 9 78

018 内装仕上工事 1,201 935 3,099 5,235 039 解体技能者 5 19 10 34

019 サッシ・カーテンウォール 212 261 764 1,237 040 圧入技能者 61 188 69 318

020 エクステリア 20 32 82 134 042 さく井技能者 15 19 17 51

021 建築板金 199 78 728 1,005 17,968 17,847 50,191 86,006

判定数合計

（延べ）

合計

番号 分野

判定数合計

（延べ） 番号 分野

2023年10月31日現在 レベル1 レベル２ レベル３ レベル４ 総計

レベル別技能者数
1,222,778 16,845 16,826 49,469 1,305,918 

93.6% 1.3% 1.3% 3.8% 100.0%

分野ごとのレベル別技能者数
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＜試算条件＞ • CCUSレベル別年収は、令和4年度公共事業労務費調査の結果をもとに、CCUSの能力評価分野・レベル別に分析して作成
•労務費調査においてレベル評価されていない標本点も経験年数と資格を基にレベルを推定 （レベル1相当：5年未満、レベル2相当：5年以上10年未満、レベル3相当：10年以上又は一級技能士、レベル4相当：登録基幹技能者）

•労務費調査の各レベルの標本において、「上位」の値は上位15%程度、「中位」の値は中位程度、「下位」の値は上位85%程度の全国の年収相当として作成 （必ずしも「上位」が都市部、「下位」が地方の年収相当を表すものではない）

• 「分野別でのレベル別年収の試算例」では、最新の国勢調査における技能者数が多い10分野を記載

能力評価分野
レベル4

（中位～上位）
能力評価分野

レベル4

（中位～上位）

電気工事 6,250,000円 ～ 7,690,000円 型 枠 7,080,000円 ～ 8,630,000円

建設塗装 7,030,000円 ～ 8,580,000円 配 管 6,120,000円 ～ 7,540,000円

左 官 6,760,000円 ～ 8,250,000円 と び 6,970,000円 ～ 8,510,000円

機械土工 7,120,000円 ～ 8,900,000円 建築大工 6,940,000円 ～ 8,470,000円

鉄 筋 6,960,000円 ～ 8,490,000円 土 工 6,790,000円 ～ 8,490,000円

全 国 （ 全 分 野 ）（年収）

分野別でのレベル別年収の試算例

レベル1
（下位～中位）

レベル2
（中位）

レベル3
（中位）

レベル4
（中位～上位）

3,740,000 ～ 5,010,000円 5,690,000円 6,280,000円 7,070,000 ～ 8,770,000円

本資料に示す金額に法的拘束力はなく、支払いを義務付けるものではない。

「上位」は上位15%程度の賃金水準であり、最上値ではない。

○ 建設キャリアアップシステム（CCUS）の能力評価に応じた賃金の実態を踏まえ、公共工事設計労務
単価が賃金として行き渡った場合に考えられるレベル別年収を試算し、公表。

○ レベル別年収の試算の公表を通じて、技能者の経験に応じた処遇と、若い世代がキャリアパスの見通
しを持てる産業を目指す。
※ 別途、中央建設業審議会・社会資本整備審議会、基本問題小委員会において、適切な労務費の確保等に関する制度改正についても検討

CCUSレベル別年収の概要 -国土交通省試算-



２．公共工事発注における状況
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国直轄工事 地方公共団体 独法・特殊会社

国土交通省より、独立行政法人等
に対してCCUS活用を周知
（R２年４月）

○ ＵＲ都市機構においてＲ３年度から原
則全ての新規建設工事で推奨モデル工
事を実施（Ｒ３年度：20件で適用）

○ 水資源機構においてR３年度に義務化
モデル工事を１件実施。その他本社契
約の土木一式工事は推奨モデル工事と
して原則実施

○ Ｒ３年度より、NEXCO西日本、東日
本において義務化モデル工事開始。

また阪神高速道路において活用推奨
モデル工事を実施（R３年度：38件）。

○ 鉄道・運輸機構においてR３年度から
義務化及び推奨モデル工事を実施

○ 国立大学法人でも実績（京教大等）

【都道府県の導入・検討状況】

※ 市町村に対しても要請し、都道府県公契連で
の周知に加え、人口１０万以上の全ての市区
に対して国から直接ヒアリング等を実施

国土交通省より、直轄事業での
モデル工事や先行する県による
総合評価での加点等を踏まえた
取組を要請（R２年４月）

評価の導入等を検討
【5団体】

＋21団体

R5.8時点
導入表明

【42団体】

R3.3時点導入表
明

【21団体】

R２年度より、モデル工事を試行
事業者登録率・技能者登録率・就業履歴
蓄積率（カードタッチ率）を確認の上、
達成状況により工事成績評定で加点

○ 建設キャリアアップシステム（CCUS）の普及・活用により、技能者の処遇改善等を図るため、技能
者側のメリット向上（建退共との連携等）に加え、公共工事発注者によるモデル工事等によりCCUS
の利用を促進

○ 国の直轄モデル工事のほか、都道府県や独法・特殊会社でモデル工事等の導入が広がってきており、
今後、さらに地方公共団体等を中心として取組を加速化

○ CCUS義務化・活用推奨モデル工事
（義務化：７６件、WTO対象工事）
（活用推奨：９４件、Bランク以上）

○ ４２道府県が企業評価の導入等を表明、
他の全ての都道府県も検討を表明

 一般土木工事の本官発注分※について、原則モデル工事を実施
※ 北海道開発局においては、そのうち予定価格が2.5億円以上の工事が対象

 これ以外の工事（分任官発注分を含む）については、建設業界の要望や
理解の状況を十分踏まえた上で、モデル工事を実施

 カードリーダー設置費用、現場利用料（カードタッチ費用）について、
実績に基づき、発注者が負担（すべてのモデル工事で実施）

公共工事におけるCCUS活用の促進

【土木工事】※R4年度実績・予定（R5.2末現在）、青字はR4.7より

【営繕工事】（R4年度契約）

【港湾・空港工事】（R4年度契約）

○ 地元業界の理解がある４５都道府県において
直轄Cランク工事でのモデル工事を試行
（活用推奨：２１４件、Cランク工事）

○ 農水省もR5.1以降入札公告分から試行

○ CCUS活用モデル工事
（全国で１１９件）

○ CCUS活用推奨モデル営繕工事
（全国で４２件）

（令和５年８月２１日現在 国土交通省調べ)
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 直轄Ｃランク工事でのモデル工事について、地元建設業協会の理解が得られた４５都道府県で実施予定

 都道府県発注工事：４２団体が企業評価の導入等を表明

 指定都市発注工事：１７団体で企業評価の導入等を表明

都道府県名
国直轄
Ｃランク
工事

都道府県発注工事における

都道府県名
国直轄
Ｃランク
工事

都道府県発注工事における

工事成績評
定での加点

総合評価に
おける加点

入札参加資
格での加点

カードリーダ
等費用補助

工事成績評
定での加点

総合評価に
おける加点

入札参加資
格での加点

カードリーダ
等費用補助

北海道 ● ● ● 滋賀県 ● ●

青森県 京都府 ● ● ●

岩手県 ● ● ● 大阪府 ● ●

宮城県 ● ● ● ● 兵庫県 ● ● ●

秋田県 ● ● ● 奈良県 ● ●

山形県 和歌山県 ● ●

福島県 ● ● ● 鳥取県 ● ● ●

茨城県 ● ● 島根県 ● ●

栃木県 ● ● ● 岡山県 ● ●

群馬県 ● ● ● ● ● 広島県 ● ● ●

埼玉県 ● ● ● ● 山口県 ● ●

千葉県 ● 徳島県 ● ●

東京都 ● 香川県 ● ● ●

神奈川県 ● ● ● 愛媛県 ● ● ●

新潟県 ● ● 高知県 ● ●

富山県 ● 福岡県 ● ● ●

石川県 ● ● 佐賀県 ● ●

福井県 ● ● ● 長崎県 ● ●

山梨県 ● ● 熊本県 ● ● ●

長野県 ● ● ● 大分県 ● ●

岐阜県 ● ● ● 宮崎県 ● ● ● ● ●

静岡県 ● ● ● ● 鹿児島県 ● ● ●

愛知県 ● ● ● 沖縄県 ● ●

三重県 ● ● ●

（令和５年９月１日現在）

＜直轄Ｃランク工事＞※北海道は0.5億～2.5億円

● 都道府県建設業協会が賛同
○ 協会において検討中

＜都道府県・指定都市工事での企業評価等＞
● 導入済
○ 導入予定

指定都市名
工事成績評定
での加点

総合評価にお
ける加点

入札参加資格
での加点

カードリーダ等
費用補助

札幌市

仙台市 ●

さいたま市 ● ● ●

千葉市 ● ● ●

横浜市 ● ●

川崎市 ● ●

相模原市 ●

新潟市

静岡市 ●

浜松市 ●

名古屋市 ●

京都市 ●

大阪市 ●

堺市 ●

神戸市 ●

岡山市 ● ●

広島市 ●

北九州市 ●

福岡市

熊本市 ●

都道府県におけるCCUSに係るモデル工事等の状況 指定都市におけるCCUSに係るモデル工事等の状況

都道府県・指定都市のＣＣＵＳモデル工事等状況

令和５年４月以降実施・同意

国交省調べ 他
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福島県川内村（人口：0.2万人）

宮城県大衡村（人口：0.6万人）
福島県川内村（人口：0.2万人）

モデル工事実施 総合評価加点 入札参加資格

○ 企業の地域貢献・社会性等区分において、
CCUS登録があれば１点加点。

福島県 郡山市
（中核市、人口：32.8万人）

（令和５年７月末現在 国土交通省調べ)

○ 「公共工事の入札及び契約の適正化を図るための措置に関する指針の一部変更について」（令和４年
５月２０日付閣議決定）を受け、市区町村等の地方公共団体に対して「公共工事の入札及び契約の適
正化の推進について」（令和４年６月１日付）を発出し、CCUS活用のための必要な条件整備を要請。

○ 今後、都道府県公契連などを通じて取組を加速化。

○ 設計価格５千万円超の工事において、
原則活用推奨モデル工事を実施。

○ 実施基準は、①元請事業者のCCUS登録、
②１名以上の技能者登録、③当該現場の登
録、④当該現場での30日以上の就業履歴
情報登録。

○ 実施基準を満たした場合、工事成績評定
で2点加点。義務化モデル工事においての
み、未達の場合は1点減点。

栃木県足利市（人口：14.5万人）
宮城県女川町（人口：0.6万人）
熊本県高森町（人口：0.6万人）

他導入市区町村：

青森県 八戸市
（中核市、人口：22.3万人）

東京都世田谷区（人口：94.4万人）
東京都大田区（人口：74.8万人）

大阪府豊中市（中核市、人口：40.2万人）
福島県いわき市（中核市、人口：33.3万人）
福島県福島市（中核市、人口：28.2万人）

三重県津市（人口：27.4万人）
東京都府中市（人口：26.2万人）
神奈川県平塚市（人口：25.8万人）
神奈川県茅ヶ崎市（人口：24.2万人）
千葉県流山市（人口：20.0万人） 等23市

計40自治体

○ 事業者登録を行っている企業について、
経営意欲項目の主観点を５点加点。

長野県 上田市
（人口：15.4万人）

経費補助

福島県郡山市（中核市、人口：32.8万人）

宮崎県日向市（人口：5.9万人）
長野県須坂市（人口：4.9万人）
長野県諏訪市（人口：4.8万人）
鹿児島県日置市（人口：4.7万人）
広島県府中市（人口：3.8万人）
島根県安来市（人口：3.7万人） 等10市

福島県郡山市（中核市、人口：32.8万人） 計23自治体

宮城県亘理町（人口：3.3万人）
静岡県清水町（人口：3.1万人）
福岡県大刀洗町（人口：1.5万人） 等９町

和歌山県かつらぎ町（人口：1.6万人）
福岡県大刀洗町（人口：1.5万人）
福島県塙町（人口：0.8万人）
山形県三川町（人口：0.8万人）
山形県大石田町（人口：0.7万人）
奈良県吉野町（人口：0.6万人） 等10町

計4自治体

他導入市区町村： 他導入市区町村：

市区町村発注工事におけるＣＣＵＳ活用の促進
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＜公共発注者が確認できる情報＞

【３．安全書類等】【２．週休2日達成状況】【１．CCUS利用状況】

元請事業者

ZIP (CSV) ファイル

公共発注者

元請事業者は、CCUSに発注者支援機能を設定
し、公共発注者に当該現場（自現場）の情報
をダウンロード
するためのログインID、パスワードをメール
等により報告

公共発注者は、CCUSにログインの上、
自現場の情報（Excelファイルまたは
CSVファイル）をダウンロードする
ことにより情報を確認

＜操作手順＞ ＜公共発注者によるダウンロード可能時期＞

※⑩～⑮は、CCUSの既存機能を活用するもので
あるため、必ずしも当該書類の必要事項の全て
が記載されているものではありません。

※公共発注者は、①～⑤を集計するためには、以下
のとおり、別途、各情報の入力が必要です。
②～⑤：計測日、①：対象期間中の全技能者数
②：計測日の全下請事業者数
④：計測日の全技能者数

※⑨で他現場に係る就業履歴も対象とするためには、
元請事業者は各事業者の同意を得てCCUSに登録
する必要があります。

Excelファイル

現場契約情報
☑CCUSの利用状況
☑週休2日達成状況
⦿自現場のみ
○自現場＋他現場

PW[                         ]

ダウンロード
・安全書類
・CCUS利用状況
・週休2日達成状況

【CCUS利用状況】 （CSVファイル）
① ⇒ 当月分を翌月中旬～
②～⑤ ⇒ 計測日の翌週中～
⑥、⑦ ⇒ 竣工後の翌月中旬～

（就業履歴蓄積期間 終了日）

【週休2日達成状況】（CSVファイル）
⑧～⑨ ⇒ 当月分を翌月中旬～

【安全書類等】 （Excelファイル）
⑩～⑮ ⇒ 随時

※CSVファイルはCCUSが提供するExcelファイルに
取り込むことにより、帳票形式で活用可能

① 平均就業履歴蓄積率の算出
② 平均登録事業者率の算出
③ 事業者一覧
④ 平均登録技能者率の算出
⑤ 技能者一覧
⑥ レベル別･職種別の算出（就業日数）
⑦ レベル別･分野別の算出（就業日数）

⑧ 現場閉所率の算出
⑨ 平均就業日数の算出
当該現場（自現場）のみまたは、
当該現場＋当該現場以外の現場

（自現場＋他現場）

⑩ 施工体制台帳
⑪ 作業員名簿
⑫ 施工体系図
⑬ 下請負業者編成表
⑭ 再下請負通知書
⑮ 社会保険加入状況

○ 発注者支援機能は、発注者（公共）と元請事業者とのCCUSモデル工事等の契約に基づき、元請事業
者が発注者に対して、当該現場のCCUS運用状況を報告する機能。

○ 元請事業者がCCUSで発注者支援機能設定することにより、発注者がCCUSから当該現場の情報を
Excelファイル又はZIPファイル（CSVファイル）でダウンロードすることが可能。

発注者支援機能の概要（システム機能追加）
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現場契約情報
【契約情報及び工事情報設定】

施工体制情報
【施工事業者工事内容】

施工体制技能者情報【安全書類関連情報】

○ CCUSの安全書類（ Excel形式）の出力機能について、入力欄を追加し、元請事業者・下請事業者が

保有する情報をデータ入力することより、全建統一様式（改訂５版）に準じた「安全書類」の全項目
をCCUSで出力可能とする機能。※2023年9月29日～

○ 出力される安全書類は、「施工体制台帳」、「施工体系図」、「下請負事業者編成表」、「再下請負
通知書」、「作業員名簿（社会保険加入状況組込版）」の５つ。

安全書類出力機能の拡充（システム機能追加）

新たに入力項目を追加する画面及び追加項目

■元請営業所情報
・契約営業所住所

■下請営業所情報
・下請契約営業所名
・下請契約営業所住所
・下請契約営業所 健康保険
・下請契約営業所 厚生年金保険
・下請契約営業所 雇用保険

■発注者の監督員情報
・監督員名
・監督員権限
・監督員意見申出方法

■契約工期
・契約日

＜元請事業者＞
■施工事業者工事内容

・特定専門工事該当の有無

＜元請事業者＞
■監督員

・監督員名
・監督員権限
・監督員意見申出方法

■現場代理人
・現場代理人名
・現場代理人権限
・現場代理人意見申出方法

■監理技術者等
・専任・非専任区分
・監理技術者の資格内容
・監理技術者補佐名
・監理技術者補佐の資格内容

■専門技能者
・専門技能者名
・資格内容
・担当工事内容

■工事作業所災害防止協議会
・会長（総括安全衛生責任者）
・副会長
・副会長事業者名
・元方安全衛生管理者名
・書記

＜下請事業者＞
■監督員

・監督員名
・監督員権限
・監督員意見申出方法

■安全衛生推進者
・安全衛生推進者名

■雇用管理責任者
・雇用管理責任者名

■専門技能者
・専門技能者名
・資格内容
・担当工事内容

■現場代理人
・現場代理人名
・現場代理人権限
・現場代理人意見申出方法

■主任技術者
・資格内容

・経験年数
・受入教育実施年月日
・血圧

＜下請事業者＞
■施工事業者工事内容

・特定専門工事該当の有無
■自社情報

・FAX番号
■営業所情報

・営業所の名称
■契約情報

・契約工期
・契約日

■建設業の許可
・施工に必要な許可業種

【作業員情報】

※元請事業者と下請事業者で入力可能な項目が異なることに注意
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■建退共電子申請とは
「電子申請方式」とは、これまでの「証紙貼付方式」と異なり、証紙に代わり退職金ポイント（電子掛金）による
掛金納付を可能とするものです。
退職金ポイントは、予め事業者がペイジーまたは口座振替により購入したうえで、就労実績に応じて原則、月単位で
掛金を納付するものです。
詳細は、建退共ホームページ 電子申請方式についてをご参照ください。

■建設キャリアアップシステムのデータ連携とは
・下請個別作業方式（２０２１年度より供用）

「下請個別作業方式」とは、個々の下請事業者が建設キャリアアップシステム（CCUS）に蓄積された就業履歴を
ダウンロードし、就労実績報告作成ツール（就労ツール）を通じて上位事業者に就労実績を報告することで、
最終的に元請事業者に就労実績が集約されますので、一括して建退共の掛金納付を可能とするものです。

・一括作業方式（２０２２年８月より供用）
「一括作業方式」（①元請一括作業方式・②一次下請一括作業方式）とは、下請個別作業方式における個々の下請
事業者の作業を元請事業者および一次事業者が一括して行うことにより、建退共の電子申請の一層の効率化、利用
促進を図ることを目的とした新しい仕組みです。本方式では、元請事業者または元請事業者と一次事業者がCCUS
より就業履歴等をダウンロードし、就労ツールを通じて作成した就労実績を活用して、建退共の掛金納付を可能と
するものです。

① 元請一括作業方式
元請事業者が就業履歴をCCUSから一括してダウンロードし、就労ツールに取込する方法です。

② 一次下請一括作業方式
各一次事業者が傘下の下請事業者の就業履歴をCCUSから一括してダウンロードし、就労ツールに取込みした
データを元請事業者に報告する方法です。

※ Ｒ方式（一覧データ登録方式）（２０２２年９月より供用）について
建退共電子申請とCCUSのデータ連携には、上記の一括作業方式のほか、建退共電子申請の就労実績をCCUS
就業履歴の登録に活用する方法「R方式（一覧データ登録方式）」があります。

建退共電子申請システムとの連携

https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/denshi/index.html


○ 建設工事の担い手の育成・確保に向け、技能労働者等の適正な評価をするためには、就業履歴の蓄積
に必要な環境を整備することが必要であり、経営事項審査においても、CCUSの活用状況を加点対象
とする。
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① 日本国内以外の工事
② 建設業法施行令で定める軽微な工事

③ 災害応急工事

工事一件の請負代金の額が500万円(建築一式工事の場合は1,500万円に満たない工事
建築一式工事のうち面積が150m²に満たない木造住宅を建設する工事

防災協定に基づく契約又は発注者の指示により実施された工事

① CCUS上での「現場・契約情報」*の登録
② 建設工事に従事する者が直接入力によらない方法⁑でCCUS上に就業履

歴を蓄積できる体制の整備
③ 経営事項審査申請時に様式第６号に掲げる誓約書の提出

*    現場・契約情報：現場名、住所、連絡先、現場管理者等
** 直接入力によらない方法：就業履歴データ登録標準API連携認定システム

（ https://www.auth.ccus.jp/p/certified ）等
により、当該現場において就業履歴を蓄積できる措置を実施していること

審査対象工事 ①～③を除く審査基準日以前１年以内に発注者から直接請け負った建設工事

該当措置 ①～③のすべてを実施している場合に加点

加点要件 評点

審査対象工事のうち、民間工事を含む全ての建設工事で該当措置を
実施した場合 15

審査対象工事のうち、全ての公共工事で該当措置を実施した場合 10

【CCUS登録済企業の対応見通し】

○R５年１月の施行を控え、CCUS事業者登録済みの経審受審企業
に対して、現時点での対応見通しをアンケート調査 （Ｒ４年８月）

※有効回答企業数 9,585社
（回答総合工事業者の元請完工高：16.7兆円（申告ベース））

［元請総合工事業者】

1,030

494

3,020

721

482

2,310

843

232

全建設工事で実施する

全公共工事で実施する

活用を検討する

対応予定なし

対応予定なし

活用を検討する

全建設工事で実施する

全公共工事で実施する

［設備・専門工事業者】

回答企業数 5,026 社

回答企業数 4,106 社

※ただし、審査基準日以前１年のうちに、審査対象工事を１件も発注者から直接請け負っていない場合には、加点しない

経営事項審査における建設工事に従事する者の就業履歴を蓄積するために
必要な措置の実施状況（新設）

令和５年８月１４日以降を審査基準日とする申請で適用

国土交通省資料より引用

https://www.auth.ccus.jp/p/certified
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○ 2019年４月のCCUSの本格運用開始から2024年3月末で5年となるため、順次事業者登録の更新
時期（5年間）が到来。該当者にはメール案内。

○ 更新手続きは有効期限６ヶ月前から可能であり、有効期限の１ヶ月前までに申請することとしている。

事業者登録更新

202420232018 2019 2020 2021 2022

3 4 3 4 3 44 5 3 4 3 4 3 4 12

2025

CCUS本格運用

2019年3月末までに
登録された事業者

現在

事業者登録有効期間5年

更新
手続き
申込期間

事業者登録有効期間5年
4

更新
手続き
申込期間

11 ～ 3

4/末期限4月登録

一律2024年3/末期限

事業者登録有効期間5年
12

更新
手続き
申込期間

7 ～ 11

12/末期限12月登録

有効期限の1か月
前までに申込みを
完了して下さい

有効期限の1か月
前までに申込みを
完了して下さい

2019年4月以降に
登録された事業者

10 ～ 2
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○ 経歴証明書で評価対象となる経歴期間は、2024年（令和6年）3月31日まで。
2024年4月1日以降の経歴はCCUSに蓄積された情報のみ。

○ 経歴証明が有効な能力評価申請は、2029年（令和11年）３月31日まで。
2029年4月1日以降の能力評価申請は、2024年3月31日までの経歴であっても提出不可。

2019.4 2029.4.1～

CCUS利用

① CCUS蓄積情報 ＋
経歴証明書（～2024.3.31）

② CCUS蓄積情報 ＋
経歴証明書（～2024.3.31）
※2024.4.1以降の経歴証明
は評価しない。

2024.3.31

能力評価の申請

経歴証明できる期間の範囲（起算点は資格の取得年月日等）

経歴証明書を提出できる期間（令和11年4月以降は提出不可）

経歴証明

経歴証明

CCUS利用経歴証明

CCUS蓄積情報のみ
※経歴証明書の提出不可

CCUS蓄積情報 ＋ 経歴証明書CCUS利用

①

② 評価しない

従事開始
資格取得年月日 本運用開始

能力評価の申請

能力評価の申請

CCUS利用

能力評価の申請

2029.3.31

2024.3.31 までに
能力評価の申請

2024.4.1～2029.3.31 
に能力評価の申請
① 2024.3.31 までに

CCUSに登録・利用

② 2024.4.1 以降に
CCUSに登録・利用

2029.4.1 以降に
能力評価の申請

技能者能力評価における経歴証明書



4．CCUS応援団による技能者・
事業者のメリット
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●カーリース契約キャッシュバック ●レンタカー利用料金割引 ●カーシェアサービス新規登録割引 ●資格取得講座受講料割引
●クレジットカード加入キャッシュバック ●結婚相談所入会初期費用値引 ●中古工具買取・販売優遇 ●飲食店のドリンクサービス
●抽選による安全靴プレゼント など

【技能者向け】

【事業者向け】 ●専門紙の新規購読料割引 ●企業間決裁支援サービス利用手数料優遇 ●行政書士事務所・特許事務所利用料割引 など

2023.10.13（金）
建設業振興基金にて

ＣＣＵＳ応援団サミットＣＣＵＳ ＨＰバナー、メール ＣＣＵＳ応援団チャンネル

○ CCUS登録技能者100万人を背景に2022年8月から「CCUS応援団」を開始。CCUS登録技能者・
登録事業者へ各企業等からの特典を提供するもの。

○ 現在、「技能者向け特典」は50件、「事業者向け特典」は26件。HP掲載、事業者向けメールで情
報提供している他、新たにYouTube「CCUS応援団」チャンネルを立ち上げ、個別特典の紹介動画、
都道府県別の特典紹介動画を公開。

○ 10月に「CCUS応援団サミット」と称し、参加企業の意見交換会を実施。今後は、分科会組織の立
ち上げや、参加企業間のコラボレーションなども期待。

CCUS応援団による特典提供
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設置目的 ＣＣＵＳ応援自販機の概要

利用状況

カードタッチで、技能者に直接飲料が無料で提供されることに
よる、ＣＣＵＳ登録・就業履歴登録へのインセンティブ付与

仕事に対する姿勢や、ＣＣＵＳ利活用へのモチベーションの
アップ。

自動販売機に内蔵された認証基盤がＣＣＵＳカードを判別して、
ＣＣＵＳ技能者に飲料を無料で提供。

１技能者ＩＤに無料で提供する本数/週、機関等を設定するだ
けで、「ＣＣＵＳ応援自販機」を現場で利用することが可能。

ＣＣＵＳ応援自販機の設置状況（２０２３年１０月） 利用者の声
設置事業者

鹿島建設株式会社

株式会社大林組

株式会社大本組

株式会社鴻池組

株式会社長谷工コーポレーション

株式会社松村組

関東建設工業株式会社

シンクコンストラクション（株）

西武建設株式会社

東亜建設工業株式会社

東急建設株式会社

戸田建設株式会社

宮窪建設株式会社

西松建設株式会社

中林建設株式会社

設置数 設置数

茨城 4 大阪 5

群馬 1 兵庫 3

千葉 6 岡山 4

東京 13 広島 2

神奈川 7 山口 1

富山 1 香川 2

静岡 1 福岡 2

愛知 4 大分 1

三重 1 宮崎 1

滋賀 1 沖縄 1

ＣＣＵＳ応援自販機の設置例

○ 「CCUS応援自販機」は、CCUS登録技能者がCCUSカードで自動販売機にタッチすると、飲料が無
料で提供される仕組み。※飲料代は元請け事業者が負担

○ 2022年9月初旬に第1号機が設置されて以降、着実に増加。2022年11月現在、設置台数は62台、
設置予定台数は2台。

○ 現在「CCUS応援自販機」を扱う飲料メーカー（ベンダー）は1社。今後は他社参入及び競合による
現場設置要件の緩和を期待。

業界として重要な意義があると思い、Ｃ
ＣＵＳ応援自販機を設置。毎日、飲料を
提供している。（現場所長の声）

カードの重要性を理解でき、常にカード
携帯するようになった。（技能者の声）

現場の一体感が増した気がする。コミュ
ニケーションアップに貢献している。
（現場所長・技能者の声）

一人親方も外国人も、入場者みんなが受
け取れるのが良い。（技能者の声）

CCUS応援自販機



5．その他、CCUS活用サポート

・トピックスなど
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就業履歴数の増加に向けた取組強化の一環として、「安価なカードリーダー」「カードリーダーのロギング機能追加」
「キャリアリンクCCUSかんたんスタートキャンペーン」の３つのツールの提供を開始

安価なカードリーダー

概要

◎現在提供しているカードリーダーは、セキュリティ
重視の観点から、一台あたり１万円～３万円
の機種に限定

◎現場利用にかかる設置コスト軽減の観点から、
一台あたり約3,500円の安価なカードリーダ
ーを今回開発

開始時期 2023年8月

こんな事業者・現場に向いています！
◎「建レコ」を使用するパソコン等を設置可能な

現場で、カードリーダーの設置コストを軽減した
い事業者

Sony PaSoRi（パソリ）
RC-S300/S、S300/S1、S300
（約3,500円：税込・送料別）
※ロギング機能非対応

カードリーダーのロギング機能追加

概要

◎ロギング機能とは、「建レコ」に対応する特定の
カードリーダーに、就業履歴を一時蓄積する
機能

◎現場では、カードリーダー（名刺サイズ）さえ
あれば就業履歴の蓄積が可能

◎蓄積した就業履歴は事務所のパソコン等から
送信（数日に一度でも可）

開始時期 2023年7月

こんな事業者・現場に向いています！
◎戸建住宅・リフォームなどパソコンの置き場所を
確保しにくい小規模現場

◎舗装工事など、詰所がなく作業場所も日々変
わるため、パソコンを設置しにくい現場ほか

キャリアリンクかんたんスタートキャンペーン

概要

◎電話により就業履歴を蓄積できるキャリアリンク
の簡易版をキャンペーンとして格安で提供

◎通常版キャリアリンクとの料金比較(税抜)

・初期費用 無料 ← 100,000円
・出面課金 無料 ← 1,000円(100出面/月)

・基本料金 15,000円 ← 72,000円
(1ｾｯﾄ～/年額)  (3ｾｯﾄ～/年額)

※建設業振興基金に支払う登録料・現場利用料等は別途必要

開始時期 2023年10月
（提供期間：2026年3月末まで）

こんな事業者・現場に向いています！
◎小規模現場等で多少追加コストを負担してで

も、誰でも使える“電話”を活用して就業履歴
を蓄積したい事業者

◎CCUS本体で事前に行う施工体制登録を省
略でき、簡易に就業履歴を蓄積できるように
したい事業者（施工体制登録は入退場記録から後付け

で作成可能）
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安価なカードリーダー・ロギング機能・キャリアリンクの比較



●現場規模：１棟につき技能者３人/日、工事期間：60日（３ヶ月）
●必要機器：WinPC（PC購入１台40,000円+モバイルルーター8,000円）、安価なカードリーダー

3,500円、ロギングカードリーダー33,000円(WinPC用Dragon BLE)
●通信回線：通信契約1,000円/月
●現場利用料金（CCUS）：（３人×60日）×10円＝1,800円

WinPCが現場ごとに１セット必要

①PCとモバイルルーター
（40,000＋8,000) ＝
￥48,000（他現場で利用可）

②カードリーダー
￥3,500

③通信費 1,000×3＝￥3,000
④現場利用料 ¥1,800
①+②+③+④

￥56,300

同規模の次の現場（③+④）
￥4,800

営業所のＰＣを使用。営業所に戻
って蓄積した就業履歴を登録
※基本的に現場の数必要だが、複数現
場を１現場に登録すれば１台で可

①カードリーダー(現在販売中)
33,000＝￥33,000

②現場利用料 ¥1,800
①+②

￥34,800

同規模の次の現場(②) 
￥1,800

スマホのみで就業履歴登録可能。
※施工体制登録などはPC環境必要
キャンペーンは2026.3まで

①セットの基本料金（年額のみ）
15,000＝￥15,000

②現場利用料 ¥1,800
①+②

￥16,800
※作業員のキャリアリンクへの初期登録が
必要

同規模の次の現場(②) 
￥1,800

安価なカードリーダー カードリーダーのロギング機能 キャリアリンクかんたんスタートキャンペーン

例１）戸建住宅新築現場
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安価なカードリーダー・ロギング機能・キャリアリンクの比較



●現場規模：技能者10人/日、工事期間：180日（6ヶ月）
●必要機器：WinPC（PC購入１台40,000円+モバイルルーター8,000円）、安価なカードリーダー

3,500円、ロギングカードリーダー33,000円(WinPC用Dragon BLE)
●通信回線：通信契約1,000円/月
●現場利用料金（CCUS）：（10人×180日）×10円＝18,000円

WinPCが現場ごとに１セット必要

①PCとモバイルルーター
（40,000＋8,000) ＝
￥48,000（他現場で利用可）

②カードリーダー
￥3,500

③通信費 1,000×6＝￥6,000
④現場利用料 ¥18,000
①+②+③+④

￥75,500

同規模の次の現場（③+④）
￥24,000

営業所のＰＣを使用。営業所に戻
って蓄積した就業履歴を登録
※基本的に現場の数必要だが、複数現
場を１現場に登録すれば１台で可

①カードリーダー(現在販売中)
33,000＝￥33,000

②現場利用料 ¥18,000
①+②

￥51,000

同規模の次の現場(②)
￥18,000

スマホのみで就業履歴登録可能。
※施工体制登録などはPC環境必要
キャンペーンは2026.3まで

①セットの基本料金（年額のみ）
15,000＝￥15,000

②現場利用料 ¥18,000
①+②

￥33,000
※作業員のキャリアリンクへの初期登録が
必要

同規模の次の現場(②)
￥18,000

安価なカードリーダー カードリーダーのロギング機能 キャリアリンクかんたんスタートキャンペーン

例２）道路改良工事現場
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安価なカードリーダー・ロギング機能・キャリアリンクの比較



２ 事業の概要・スキーム、実施主体

○職業経験の不足などから就職に不安のある若年者（35歳未満）や女性を対象として、試行雇用を
行った場合に支給されるトライアル雇用助成金（一般・障害者トライアルコース等）に上乗せ助成

◆ 若年・女性建設労働者トライアルコース

トライアル雇用助成金

【助成額】① 一般トライアルコース及び障害者トライアルコース
→ 対象者一人あたり4万円/月（最大3ヶ月））

② コロナによる離職者を試行雇用する事業主への助成
→ 対象者一人あたり4万円/月（最大3ヶ月）
→ 対象者一人あたり2.5万円月（最大3ヶ月）（週20～30時間未満の場合） ○若年者等の育成と熟練技能の維持・向上を図るため、キャリアに応じた技能実習を実施した場合

に助成

【助成率･額】

１ 中小建設事業主(※支給対象：男性・女性労働者)

（１）労働者数20人以下

①経費助成 75％ ②賃金助成 8,550円/人日＜ 9,405円/人日 ＞

③生産性向上助成 ①の場合 15％、②の場合 2,000円/人日

④賃上げ助成 ①の場合 15％、②の場合 2,000円/人日

（２）労働者数21人以上

①経費助成 35歳未満：70％ 35歳以上：45％ ②賃金助成 7,600円/人日＜ 8,360円/人日 ＞

③生産性向上助成 ①の場合 35歳未満：15％ 35歳以上：15％ ②の場合 1,750円/人日

④賃上げ助成 ①の場合 35歳未満：15％ 35歳以上：15％ ②の場合 1,750円/人日

２ 中小以外の建設事業主（※支給対象：女性労働者）

①経費助成 60％

②生産性向上助成 ①の場合 15％

③賃上げ助成 ①の場合 15％ など

【対象となる技能実習】
○安衛法による教習、技能講習、特別教育
○能開法による技能検定試験のための事前講習
○教育訓練給付金の支給対象となっている建設業法で定める技術

検定に関する講習(「通学制」、「eラーニング方式も含む通信制」)など

◆ 建設労働者認定訓練コース

◆ 建設労働者技能実習コース

人材開発支援助成金

○能開法による認定職業訓練または指導員訓練のうち、建設関連の訓練を実施した場合に助成
【助成率･額】

経費助成 中小建設事業主 60％
中小建設事業主以外 45％ など

◆ 若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース（建設分野）

【対象となる取組例】
現場見学会、体験実習、インターンシップ等の建設業の魅力を伝える取組 など

○魅力ある職場づくりにつながる取組や広域的な職業訓練の推進活動を実施した場合に助成

人材確保等支援助成金

◆ 建設キャリアアップシステム等普及促進コース

○建設キャリアアップシステム（CCUS）等の普及促進を図ることを目的とし、建設事業主団体が普及
促進に向けた事業（最長１年間の計画的な事業）を実施した場合に助成

【対象となる事業】
○構成員に対し、CCUSの技能者登録料等の全部又は一部の補助
○CCUS登録等に係る申請手続支援
○就業履歴を蓄積するカードリーダーの導入等

経費助成 中小建設事業主団体 66.7％
中小建設事業主団体以外 50％

○作業員宿舎等の確保（被災三県のみ）や、建設現場の女性専用トイレ・更衣室を整備した場合に助成

【助成率】経費助成 60％ など

◆ 作業員宿舎等設置助成コース（建設分野）

①経費助成 補助対象経費の 16.7％ ②賃金助成 3,800円/人日
③生産性向上助成 ②の場合 1,000円／人日
④賃上げ助成 ②の場合 1,000円／人日

※ 人材開発支援助成金（建設労働者認定訓練コース、建設技能者技能実習コース）については、
令和元年度から生産性要件の適用を成果主義へ変更（生産性向上助成：３年後に支給）（経過措置）。

※ 令和５年度より成果主義の賃上げ要件を追加（１年以内に賃上げ要件を達成したら支給）（制度要求）。

※ 人材開発支援助成金（建設労働者技能
実習コース）の賃金助成＜＞括弧内は、
建設キャリアアップシステム技能者情報
登録者の場合（令和５年度まで延長）。

※ 人材確保等支援助成金の【助成額】【助成率】は、賃上げ要件、生産性要件を満たさなかった場合の金額・率。
生産性要件を達成した場合は、上乗せして支給（経過措置）。１年以内に賃上げ要件を達成した場合も、上乗せ支
給（制度要求）。

支給実績： R3年度 6,164,253,698円（143,159件）
ＫＰＩ ： トライアル雇用助成金 （受給事業所の常用雇用移行率80%以上）

人材確保等支援助成金 （受給事業所の定着率95%以上）
人材開発支援助成金 (受給事業所の定着率96%以上）

【助成率】

【助成率】

建設事業主等に対する助成金 職業安定局 雇用開発企画課建設・港湾対策室

１ 事業の目的

労働保険特別会計 一般
会計労災 雇用 徴収

○

令和５年度当初予算案 76億円（68億円）※（）内は前年度当初予算額

建設業においては、技能者の約1/3は55歳以上となっており、他産業と比べて高齢化が進行し、若年労働者等の確保・育成、技能継承が極めて重要な
課題となっている。本助成金では、建設労働者雇用改善法に基づき、建設事業主等に支援を行うことで、建設労働者の雇用の改善、能力の開発及び向上、
雇用の安定を促進することを目的とする（法９条）。
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○ CCUS登録技能者が着実に就業履歴を蓄積することを目的として、スマホを活用したアプリ「技能者
パスポート」の実証実験を実施。

○ 「技能者パスポート」では、技能者個人の就業履歴蓄積状況、基本情報、資格等一覧及び証明書画像、
レベルアップの目安、CCUS応援団技能者特典を確認することが可能。

○ 今後、実証実験データ等を分析し、求められる機能・拡張性なども考慮し、CCUS実装の要否を評価。

スマホ活用の実証実験実施「技能者パスポート」
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区 分 入選数/賞金 公募方法

一般部門 ５作 ５万円 報道発表、CCUSホームページ、技能者･事業者向けメール

高校生部門 ５作 ５万円 報道発表、工業高校等向け人材協定期便

こども部門（小学生以下） ５作 １万円 一般部門と同様（技能者の子弟の応募を期待）

2023年
11月

12月
2024年

1月
2月 3月

１１／１～
公募開始

～１２／２８
応募締切

１次審査
１／３１
結果公表

一般審査
２／２９
結果公表

ＨＰ掲載

スケジュール・応募部門等
サ
ン
プ
ル

○ CCUS運用建設現場であることを入場技能者・関係者に示し就業履歴蓄積を促進すること及びCCUS
を一般の方に認知してもらうことを目的として、 CCUS現場ステッカーを建設現場の入場口や囲い
等へ貼付することを推奨。

○ CCUS現場ステッカーについては、CCUSの認知を高め、建設業の取り組みへの理解が広がるよう、
デザインを広く一般から募集。※賞金あり

○ ステッカー作成は、複数選定したデザインをHPから自由にダウンロードする形式で事業者等が実施。

一般公募によるCCUS現場ステッカーの作成


